
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

    

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№１８ R5.9.5 発行 

今金町国営農地 

再編整備事業 

推 進 本 部 

８月３１日、令和６年度北海道開発予算が公表され、農業農村整

備の要求額が前年の 120％となる 952.26 億円となりました。 

地区別の予算確定は 12 月～１月頃となることから、令和６年度

施工エリアの決定はその後となりますが、現在の予定は以下のとお

りとなっております。 

令和６年度 北海道開発予算 概算要求額 

【農業農村整備】952.26 億円 【対前年比】120% 



 
 

■「業務一覧」 

地区名 工区名（面積） 施工業者 進捗率（計画との差） 

南地区 

①馬場川工区    （19.8ha） (株)林組 50.0％（＋ 7.8%）  

②白石中央工区   （15.4ha） 齋藤建設(株) 67.5％（＋ 3.5%）  

③白石北工区    （25.8ha） 能登谷建設(株) 41.0％（＋ 0.2%）  

北地区 

④神丘高台工区  （16.5ha） (株)松本組 70.5％（   0%）  

⑤種川東第１工区 （ 8.7ha） 齋藤建設(株) 45.0％（＋ 4.0%）  

⑥種川東第２工区 （15.9ha） 和工建設(株) 34.5％（＋ 0.3%）  

⑦種川北工区   （18.3ha） 和工建設(株) 53.2％（＋ 0.1%）  

⑧種川南工区   （27.5ha） (株)松本組 47.9％（＋ 2.0%）  

                                              ※令和５年８月３１日現在 

 

■「位置図」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度 工事進捗状況 



 
 

＜総会、期成会役員会のうごき＞ 

４／２４【役員現地確認】 

・北地区不具合現地確認 

５／１５【期成会役員会】 

・令和５年度業務発注状況 

・令和４年度施工不具合報告 

・南地区のコスト縮減について 

・北地区の総事業費について 

・工事負担金について 

     ・期成会総会日程等について 

６／１４【期成会役員会】 

・期成会総会議題等について 

６／２３【令和５年度期成会総会】 

     ・活動報告及び決算の報告 

     ・顧問を設置する規約改正 

・活動計画及び予算の提案 

＜地区再編協のうごき＞ 

・神丘地区農地再編協議会総会 ４／ ４ 

・八束地区農地再編協議会総会 ３／２４ 

 

 

＜その他＞ 

７／１１今金町農林業振興会議 

    ※出席：内ケ島会長、事務局 

５／２３国営農地再編推進本部会議 

    ※出席：事務局 

７／１８～１９中央訪問 

    ※出席：内ケ島会長、末藤副会長 

田畑副会長、中島町長 

外崎顧問、事務局 

 
 
 

■工事説明会 

南 地区 北 地区 

４／１２ 馬場川工区（八束交流センター） ４／１９ 神丘高台工区（町民センター） 

４／１２ 白石中央工区（八束交流センター） ４／１９ 種川東第１工区（町民センター） 

 白石北工区（対象者へ個別説明） ４／１９ 種川北工区（町民センター） 

 ５／２２ 種川東第２工区（種川構造改善センター） 

 ５／２２ 種川南工区（種川構造改善センター） 

 
■確定測量業務に伴う説明会 

南 地区 北 地区 

６／１５ 用地測量３※鈴金周辺、用地測

量４※金原周辺（町民センター） 

６／１６ 用地測量１※鈴岡周辺、用地測量２

※神丘周辺（神丘構造改善センター） 

 
 ■通水作業 

  ４／１２～２０ 通水試験（神丘周辺及び八束周辺 ※R４施工箇所） 

４／２５    フォアス説明会（下八束南工区） 

 

■その他 

  ７／１９ 【南地区】次年度施工エリアに係る設計図面最終確認（八束交流センター） 

７／２０ 【北地区】次年度施工エリアに係る設計図面最終確認（町民センター） 

 

今金町国営農地再編整備事業促進期成会  ～ 上半期のうごき ～ 

 

工事業務など  ～ 上半期のうごき ～ 



本事業は、「換地により、ほ場の大区画化

と経営農地の集積化を実現させ、農業経営の

合理化と効率的な土地利用の実現」を目的に

実施しています。 

換地をおこない、ほ場の大区画化やそれに

合わせて「共同減歩」により土地改良施設を

整備しています。 

「共同減歩」とは、受益者全員が（共同で）

農地を出し合い、道路や用排水路の敷地を生

み出すことで、その提供する農地の割合を

「共同減歩率」といい、逆に農地の交付割合

を「換地交付率」といいます。 

 換地計画では不均衡が起きないよう、「換

地交付率」が一定になるよう設計しておりま

す。 

７月１８日～１９日、中島町長と中央訪問

を行いました。期成会からは、内ケ島会長、

末藤副会長、田畑副会長、外崎顧問と事務局

が随行しました。 

今回は、道内選出の国会議員、国土交通省、

農林水産省、財務省をまわり事業の成果報告

と今後について要請してまいりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 今年度新たに「種川土取場」が開設されました。 

 この「種川土取場」で採取した土は、主に種川、田代高

台地域での農道の盛土材として使用される予定です。 

 また、金原の「土取場Ａ」と「土取場Ｂ」は今年度から

段階的に閉鎖されます。 

 大型車両や工事車両が多く通行する事となりますが、無

事故はもちろん、近隣の住民生活への支障をきたすことの

ないよう、細心の注意を払い施工して参りますので、引き

続き皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

種川土取場 トマンケシ（土取場Ｃ） 白石土取場 


